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ジェニファー・ジョーンズ会長は、会員が夢を実現するために行動し、クラブの魅力を最
大限に味わえる場としてのロータリーを思い描き、互いのつながりを深めることによって
世界に変化をもたらすパートナーシップを築くよう会員に呼びかけています。

2022-23 年テーマ『イマジンロータリー』

　つの
テスト

１　真実かどうか

２　みんなに公平か

３　好意と友情を深めるか

４　みんなのためになるかどうか＜言行はこれに照らしてから＞

４
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佐貫ガバナー（以下佐貫Ｇ）／国際ロータリー第 2550 地区の皆様、こんにちは。
今月のガバナーメッセージは、5 月の『青少年奉仕月間』にちなみ、第 2550 地区・青少年奉仕部門の各委員長
の皆様にお集まりいただきました。お話を伺っていきたいと思います。ガバナー月信 3 月号でもお話しをさせ
ていただいたように、2019 年の規定審議会でローターアクターが一般ロータリアンと同じ位置づけとなりまし
た。そのため現在の地区部門の中にある青少年奉仕部門は、大きい委員会として青少年奉仕委員会があり、そ
の中に３つの小委員会があります。

１．青少年交換委員会
２．ロータリー青少年指導者育成プログラム（ＲＹＬＡ）委員会
３．インターアクト委員会

この３つで構成されています。
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さ ぬ き な お み ち

国際ロータリー第 2550 地区　2022-23 年度ガバナー
宇都宮陽東ロータリークラブ

佐貫直通

ガバナーメッセージ

今回の座談会の収録は、令和 5年 4月 18 日（火）に行われました。
その４日後の令和 5年 4月 22 日（土）、収録にご参加いただいた青少年交換委員会・委員
長の岩﨑正日登様が、急逝されました。青少年奉仕委員会・委員長の二十二様、岩﨑様の
所属クラブである宇都宮陽北ロータリークラブ様にご了承いただき、今回収録した動画は
そのまま配信させていただくことになりました。
岩﨑委員長の交換学生に対するあたたかな思いや活動に対する情熱が言葉の端々に感じら
れるお話でした。
これまでの活動に感謝を申し上げるとともに、心よりご冥福をお祈り申し上げます。

今回の座談会の収録は、令和 5年 4月 18 日（火）に行われました。
その４日後の令和 5年 4月 22 日（土）、収録にご参加いただいた青少年交換委員会・委員
長の岩﨑正日登様が、急逝されました。青少年奉仕委員会・委員長の二十二様、岩﨑様の
所属クラブである宇都宮陽北ロータリークラブ様にご了承いただき、今回収録した動画は
そのまま配信させていただくことになりました。
岩﨑委員長の交換学生に対するあたたかな思いや活動に対する情熱が言葉の端々に感じら
れるお話でした。
これまでの活動に感謝を申し上げるとともに、心よりご冥福をお祈り申し上げます。

Symposium
座談会

青少年奉仕
現状と課題

じ そ じ お さ む

青少年奉仕委員長
（宇都宮北 RC）

二十二修
い わ さ き ま さ ひ と

（宇都宮陽北 RC）
青少年奉仕委員長
岩﨑正日登

ふ じ た か つ ひ こ

（宇都宮北 RC）
ＲＹＬＡ委員長
藤田克彦

ふ じ し ま 　 た く

（宇都宮南 RC）
インターアクト委員長
藤島　拓
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それぞれの委員会がどのような活動に取り組んでいるのか、現状と課題、各委員会の連
携、私たちロータリアンにできることなどをお伺いしたいと思います。どうぞよろしく
お願いいたします。
まず、各委員長から自己紹介をお願いいたします。青少年委員会・二十二委員長、お願
いいたします。

二十二修・青少年奉仕委員長（以下二十二委員長）／みなさん、こんにちは。青少年奉
仕委員会・委員長の二十二（じそじ）と申します。所属は、宇都宮北ロータリークラブ
でございます。当委員会は、先ほどガバナーからもお話がありましたが、インターアクト・
ＲＹＬＡ・青少年交換の３つの委員会で活動させていただいております。以前、青少年
奉仕委員会に所属しておりましたローターアクトクラブは、ロータリーが指導・育成す
るクラブからロータリーとともに活動するクラブへと成長し、この委員会を巣立ってい
きました。したがって、今年度はこの 3 委員会で活動しているところでございます。どうぞよろしくお願いい
たします。

佐貫Ｇ／ありがとうございます。続いて青少年交換委員会・岩﨑委員長、お願いいたします。

岩﨑正日登・青少年交換委員長（以下岩﨑委員長）／青少年交換委員会の委員長を務めております、岩﨑と申
します。宇都宮陽北ロータリークラブでございます。この委員会の内容・スタートをお話しさせていただきま
すと、国際ロータリーにおいて 1972 年の規定審議会で決議された、『国際青少年プログラム』を実施する委員
会ということです。地区ガバナーの指導のもとに青少年委員会がすすめるもので、各クラブから推薦された候
補者を我々委員会で選考いたしまして、留学の心得を 1 年間にわたり指導して派遣をいたします。派遣国の地
区委員の指導のもとに、外国のロータリアンの家庭でホストされ家族の一員として過ごし、現地の学校に通学
いたします。ありのままの生活体験をしていただいてその国の習慣・風習等を学びながら、国際理解と国際親
善を推進するというものです。いわば「ロータリーの親善使節」ということになります。

佐貫Ｇ／ありがとうございます。では、ＲＹＬＡ委員会、藤田委員長お願いします。

藤田克彦・ＲＹＬＡ委員長（以下藤田委員長）／ＲＹＬＡ委員会・委員長の藤田です。所属は宇都宮北ロータリー
クラブです。ＲＹＬＡ委員会では、ロータリー青少年指導者育成プログラムをもとに次世代のリーダーの育成を
することを目的にセミナーを開催するなどの活動をしております。

佐貫Ｇ／ありがとうございます。では次に、インターアクト委員会の藤島委員長、お願いいたします。

藤島拓・インターアクト委員長（以下藤島委員長）／インターアクト委
員会・委員長の藤島でございます。所属は、宇都宮南ロータリークラブ
です。「インターアクト（Interact）」の名称は、International＝国際的　と、
Action＝行動　という 2 つの言葉が複合されてできた言葉です。文字通
り「国際的な行動をしていきましょう」ということです。年齢が 12 歳
から 18 歳までの青少年・主に高校生のために、ロータリーが提唱して
いる奉仕クラブです。楽しく意義ある奉仕プロジェクトに参加して、社
会奉仕と国際交流を経験し、リーダーシップのスキルを身に着け新しい
友達をつくり、国際理解の深いグローバルな未来人を育成すること目的
として活動しております。

佐貫Ｇ／ありがとうございます。まず二十二委員長、３つの委員会の位
置づけと役割についてご紹介ください。
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二十二委員長／先ほどお話をさせていただきましたが、この青少年奉仕委員会には「インターアクト」「ＲＹＬＡ」
「青少年交換」の３つのプログラムがございます。これら３つのプログラムは、すべてＲＩ（国際ロータリー）
の常設プログラムとなっておりまして、その方針と枠組みはＲＩから示されます。そしてこの３つの委員会の
目的はともに、「未来の地域のリーダーを育む」ということにあります。それぞれ 3 つの委員会が未来の地域の
リーダーを育むために日々活動しております。

佐貫Ｇ／次に岩﨑委員長、青少年交換委員会の活動内容・主な実施事項をお話しください。

岩﨑委員長／簡単にお話をさせていただきますと、交換学生…アウトバウンド（Out Bound Student）つまり
外国に派遣される学生を選考し、選考した学生を 1 年間のオリエンテーション等を通じて育成し 8 月に派遣を
することが１つめの仕事です。もうひとつは外国から日本に派遣されるインバウンド（In Bound Student）、こ
ちらの学生に関しても派遣される学生と合同のオリエンテーションを通じて、またホストクラブ・ホストファ
ミリーの中でホストされて育成・終了して 7 月に帰す、という大きな仕事があります。

佐貫Ｇ／当 2550 地区ではこのプログラムを利用してどのような国から、
1 年で何人くらい受け入れていますか？また 2550 地区からどこの国に何
人くらい派遣しているか、今年度の現況と次年度の予定を含めて教えて
ください。

岩﨑委員長／今年度受け入れている国は、デンマークから２名来ており
ます。１人は女性のラーゲさん（小山北 RC）、もう１人はアクセルくん（今
市 RC）です。またフランスから２名の男の子、ダニーくん（宇都宮
90RC）とソレイマンくん（佐野東 RC）です。アメリカからはヘーデンく
ん（黒磯 RC）、台湾からアーサーくん（宇都宮 90RC）を受け入れていた
だいております。来年度、8 月に来日するのはデンマークから１人となり
ました。女性で矢板 RC の予定です。またイタリアから女性が宇都宮陽東
RC、フランスから女性が真岡西 RC、フランスから男性が足利わたらせ
RC、台湾から女性が第６グループで受け入れていただく予定となってお

ります。具体的に、現在派遣されている学生はデンマークに 2 名・福田こころさん（西那須野 RC）と沼尾優璃
さん（今市 RC）、フランスには倉林琵奈嘉さん（足利わたらせ RC）と萩野弥那さん（宇都宮 RC）、アメリカに
は舘啓斗くん（宇都宮陽東 RC）が現在行っております。これから行く学生も 6 名おります。イタリアの熊本拓
実くん（宇都宮 RC）、フランスの佐々木華さん（宇都宮 RC）・鈴木ひかりさん（西那須野 RC）、台湾の早乙女
澄玲さん（宇都宮北 RC）・仲田桃花さん（宇都宮北 RC）、デンマークの西舘晴稀くん（宇都宮 90RC）が現在オ
リエンテーションをしておりまして、今年の 8 月に出発して向かう予定です。

佐貫Ｇ／数多くの方々を受け入れ、また日本からも出ていくということですが、受け入れや派遣にあたって、
気をつけていることや課題がありましたら教えてください。

岩﨑委員長／委員会としての話になりますが、受け入れホストクラブの選定に関しては、なるべく早い時期に
お伝えをしようということで、受け入れる年度の会長幹事と受け入れを決める年度の会長幹事、双方の同意を
いただいて、クラブ内でホストファミリーを決めていただくということになっております。その選定時期につ
いては毎年 12 月頃にガバナーから次年度のガバナー補佐にホストクラブの選定を依頼しておおむね３月頃まで
に決めていただくことになっているというのが現状ですが、この過程において受け入れに関しての説明が十分
ホストクラブに伝わっていないのかと思います。ちなみに、選定が終わった後はきちんと受け入れの具体的な
オリエンテーションを６～７月にかけてしっかりとさせていただいております。派遣に関しての課題は、毎年 8
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月第一日曜日に選考試験ということで実施しているのですが、やはり世界の共通語である「英語力」というこ
とが一番の重要なポイントとして選考させていただいています。

佐貫Ｇ／受け入れるホストファミリーは一番心配しているかと思いますが、その方々にもレクチャーしていた
だけるということで、安心してホストファミリーを受けていただけるかと感じます。ぜひホストファミリーを
率先して受けていただけるよう、この場を借りてお願いいたします。

岩﨑委員長／青少年交換委員会の具体的な実施状況ですが、毎年 5 月までに次年度の派遣学生の募集を行いま
す。これにつきましては、地区内の全クラブとインターアクトクラブのある高校に（募集を）出す予定です。
そして8月の第一日曜日が選考試験ということになります。今年は8月 17日にインバウンド5名が来日します。
3泊 4日の日本語研修をまず行います。8月末ごろ、受け入れた学生と派遣する学生の合同宿泊オリエンテーショ
ンを行います。昨年は日光の菖蒲ヶ浜で合同キャンプという形で実施させていただきました。合同でのオリエ
ンテーションは、年間 5 回を予定しています。この合同オリエンテーションを通じて、学生は派遣される国か
らのインバウンドと交流ができ、言語や文化等を学ぶことができるということになっております。昨年 12 月の
オリエンテーションでは烏山 RC のご支援をいただき、烏山の和紙作り体験・そば打ち体験をすることができま
した。今年 2 月のオリエンテーションでは黒磯 RC のご協力をいただきまして、那須でのスキー合宿研修という
ことで実施することができました。オリエンテーション以外でも、各受け入れロータリークラブにご協力いた
だいております。昨年 10 月は、デンマークのアクセルくんのホストクラブである今市 RC のご支援をいただき
まして日光の散策ツアーを行い、そのあとバーベキューパーティを実施して、インバウンドの学生と派遣学生
の非常に良い交流を図ることができました。また４月にはデンマークのラーゲさんのホストクラブである小山
北RCの招待で、天平の丘で行う観桜会にみんなで参加してまいります。このあと、5月・６月とオリエンテーショ
ンを実施する予定です。

佐貫Ｇ／続いてＲＹＬＡ委員会の藤田委員長、委員会の活動内容と主な実施事項についてお話しください。

藤田委員長／ＲＹＬＡ委員会では、主に 18 歳から 30 歳の社会人を対象とした「一般ＲＹＬＡセミナー」と高
校生を対象とした「高校生ＲＹＬＡセミナー」を開催しています。今年度の実施状況としては、昨年 11 月に一
般ＲＹＬＡセミナーを 1 泊 2 日で開催しました。今後は 6 月に高校生ＲＹＬＡセミナーを開催する予定で、た
だ今準備をしているところです。

佐貫Ｇ／一般ＲＹＬＡと高校生ＲＹＬＡがあるということですが、それぞれの特徴と内容をもう少し詳しくお
話ください。

藤田委員長／社会人ＲＹＬＡセミナーでは、各種講師による積極性やリーダーシップを育成できるようなプロ
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グラムを準備して受講生を迎えております。このセミナーは 1 泊 2 日もしくは 2 泊 3 日で開催しておりまして、
受講生同士が異業種であったり年齢が違ったりする受講生がコミュニケーションをとり、友人ができることな
どにも留意して開催しております。実際にセミナー終了後のアンケートでも、異業種や年齢の違う方との交流
が良かったという、有意義なセミナーだったという感想が多くみられます。続いて高校生ＲＹＬＡセミナーで
すが、こちらは「模擬国連」というプログラムをもとに、地区内のインターアクトクラブを中心に高校生を受
講生として開催しています。こちらも同じように、積極性・リーダーシップというものを引き出せるようなプ
ログラムとして運営しております。また、他校生との交流も目的としておりまして、グループ分けその他で交
流が取りやすいような気遣いはしております。

佐貫Ｇ／この一般ＲＹＬＡや高校生ＲＹＬＡ、受講するとた
いへん大きく成長するというお話をあちこちの方々から聞い
ております。その中で、ＲＹＬＡを卒業した皆さんは「ロー
タリー学友」として継続的にロータリーと関わっていける人
材だと思いますが、実際の状況はいかがでしょうか？

藤田委員長／ＲＹＬＡセミナーを卒業された方々で「ＲＹＬ
Ａ学友会」というものが組織されていて、そちらに希望者の
方が集まって高校生・一般のＲＹＬＡセミナーの運営にも携
わっていただいています。どちらも若い方が中心の受講生で
すので、年齢の近い学友たちが携わっていただくことでより
受講生に寄り添った内容で開催できているのではないかと思っています。

佐貫Ｇ／次にインターアクト委員会の藤島委員長、委員会の活動内容と主な実施事項をお話しください。

藤島委員長／インターアクトクラブの活動は、提唱されている各高校において予算的にも独立してそれぞれ様々
に自分たちが何をやりたいのかを高校生たちが考えて、活動しています。それを提唱ロータリークラブが支援
しています。それにプラスして地区独自に主な行事が３つほどありまして、それをご紹介します。まずは毎年 8
月のお盆前くらいの夏休み前半に、年次大会を開催しています。近年はコロナの関係でオンライン開催になっ
ておりますが、今年度は 8 月 12 日に宇都宮文星女子高校・なでしこインターアクトクラブ（スポンサークラブ
は宇都宮北 RC）がホストで、オンラインで開催し報告書という形で各クラブには報告していますし、DVD も配
布しておりますのでぜひ各クラブでの青少年奉仕に活かしていただきたいですし、インターアクトクラブのな
いクラブにおいてはぜひとも地元の高校の提唱をお願いしたいと思っております。次年度については（ホストが）
作新学院高校（スポンサークラブは宇都宮 90RC）に決定しており、4 年ぶりに全インターアクトクラブが一堂
に会して開催する予定です。次は地区大会における青少年奉仕の交換会、高校生インターアクターですが、先
ほどお話があった一年交換学生のローテックス（青少年交換後の学友）はインターアクトクラブの先輩ですので、
そのローテックスと交流を深めるということで、今年度も 12 月 10 日の地区大会の午前中に行い、そこで交換
留学・海外に対するインターアクターの思いが非常に強くなった、いい活動でした。メインである海外研修で
すが、2011 年度からスタートして…これは震災があった年ですが、その年に中止することなく数名でスタート
した、2550 地区インターアクト委員会のメイン活動と言ってもいいかと思います。それを高校生は待ち望んで
おりまして、打ち合わせ・合同会議の時に「行きたい！」ということが 3 ～ 4 年続いておりました。しかしコ
ロナで行けず、国内の交流事業も企画したのですがこちらも行けない、やっと今年度に入って国際交流に準ず
るものが解禁となり、3 月 26 日～ 29 日の３泊４日で、台北・台中・台南第 3470 地区のインターアクトクラブ
と交流をしてまいりました。これについてはのちほど、今参加したインターアクターの子どもたちのレポート
をまとめておりますので、まとまり次第地区のすべてのクラブにご報告させていただく予定です。これについ
ては各クラブから多大なるご支援をいただいており、それがもととなりインターアクトクラブの活動ができて
いるということを、参加した子供たちも含めて理解していますので、さらなるご支援をいただければと思って
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おります。プラスで私も初めてこの海外研修に参加させてもらって、歴史のある中で何ゆえにつながれてきた
のか、非常に苦しい中で…実際やってみて準備を含めてそうでしたが…そこにあるのは、ロータリークラブで
なければ経験できない、それは受け入れてくれる台湾のロータリアンの方が、米山奨学生として日本でたいへ
んお世話になったという歴史がある中で、もちろん台湾と日本の歴史もありますが、我が地区の関係するロー
タリアンと台湾の関係するロータリアンとの人とのつながりを作っているものも米山奨学金であるということ
をあらためて学ぶことができました。これも参加した・体験したが故に…高校生の研修ですが…ロータリアン
である自分が学ぶところが多くありました。自クラブにインターアクトクラブがなくても、地区に参加してい
ただいてそこでしか経験できないことが間違いなくあるので、インターアクトクラブや青少年奉仕の中で一緒
に活動できれば、2550 地区の素晴らしい青少年奉仕が続くのではないかと個人的に思いました。年間を通して
2 回ほど実務会議がありまして、今年も 11 月と６月にあります。6 月には佐貫ガバナーにも参加していただき、
次年度の活動計画など提唱ロータリークラブの担当者と学校の顧問の先生にも来てもらって今後についての話
をします。それも含めて、さまざまな交流をしております。

佐貫Ｇ／当 2550 地区には何校くらいインターアクトクラブがあって
何人くらいのインターアクターがいますか？活動も教えてください。

藤島委員長／提唱クラブのグループ別にご報告いたします。
（学校名・提唱 RC クラブ）
第１グループ
黒磯高等学校（黒磯 RC）
第２グループ
矢板高等学校（矢板 RC）
第３グループＡ
文星芸大付属高等学校・宇都宮女子高等学校（宇都宮 RC）
宇都宮短期大学付属高等学校（宇都宮西 RC）
宇都宮文星女子高等学校（宇都宮北 RC）
作新学院高等学校（宇都宮９０RC）
第３グループＢ
宇都宮商業高等学校（宇都宮東 RC）
宇都宮南高等学校（宇都宮南 RC）
第６グループ
國學院大學栃木高等学校（栃木 RC）
栃木工業高等学校（栃木西 RC）
第８グループ
白鷗大学足利高等学校・足利大学付属高等学校（足利東 RC）
足利短大付属高等学校（足利 RC）
（足利 RC は足利高等学校も提唱していただいておりますが、
現在足利女子高等学校との統合によって保留になっております。
引き続き活動してくださるとのことで調整中です）
第９グループ
青藍泰斗高等学校（葛生 RC）
佐野日大高等学校（佐野 RC）

インターアクトクラブは 18 クラブ、提唱ロータリークラブが 14 クラブとなっています。
人数は、学年も変わり、宇都宮南高等学校の話をさせていただくと、今回の台湾研修が新入生の興味をひいて、
入部希望者がたくさんいると聞いていますので、人数が増えるのではないかと思っています。2019 年１月（コ
ロナ前）の数値では、18 クラブで 700 名程度が活動しています。
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佐貫Ｇ／結構な人数ですね。やはりロータリーがサポートしていかなければならないと思います。

藤島委員長／日本に34地区の中では5番以内に入る規模ということです。2550地区のインターアクトクラブは、
盛んに活動していると思います。

佐貫Ｇ／我々の地区の特徴でもありますね。インターアク
トクラブに入っている生徒さんたちはどのような目標を
持って活動しているか、そのためにロータリークラブは何
をすべきか教えてください。

藤島委員長／コロナの関係で３年以上ストップしていまし
たので、何も活動せずに今年卒業した子たちは、残念なが
らその思いだけ持って（卒業しました）。ただ卒業前の合
同会議で、卒業した当時の会長などの話を交流会で聞いた
中で、やはり海外研修を含めてなんでも経験したい、とこ
ろが３年以上してはいけない…特に学校はものすごく厳し
い（制限が部活を含めてあった）。そんな中で、年に１回
の年次大会が昨年８月 12 日に宇都宮文星女子高等学校で
開催しましたが、毎年大会テーマを決めてそれに基づいて
発表をします。今年は『Well-being』…みなさんいろんな
意味にとると思いますが、インターアクトの活動を超えて
という（テーマでした）。さらにその前の年の黒磯高等学
校で…これもオンラインだったのですが…その時の大会の
テーマは『輝け！未来へのバトン』でした。将来のことを
我々が思っている以上に考えていました。正直びっくりしました。感動もしたし勉強にもなりました。そんな
中で、今回の台湾研修にも同行していただいた一年交換学生の先輩でありインターアクトの先輩でもあるロー
テックスの原さん・上野さんの話を聞いてまず挑戦だと、何にでも挑戦だと。それは先輩が後輩に伝えたこと、
その一つが海外研修であり 1 年だけでも行けるか行けないかコロナの中で先が見えない中で進んでいって、そ
の経験値からくる自分の可能性を広げたいと思っている子どもたちでした。そんな中でローテックスの原さん
が合同会議の卓話の中で素晴らしいなと思ったのは、原さんはインターアクトクラブの活動で何を手にしたの
か。「世界への扉を開くカギを見つけた」そうです。ただやはり、当然ですが費用もかかります。我々ロータリ
アンは、そういうものに対してどう費用をどうしていくのか？これは本当に地区全体を含めて、もしくは日本

全体で考えて（いければ）。あらためて思ったのは、日本は
ものすごく平和な島国なんだと。これは素晴らしいことです
が、「事」は外で起きているので、外のことを日本にいて見
ただけではわからないことがいっぱいあって…これは危ない
ですよ、危険です、いろんな意味で。それをロータリアン・
大人の協力を得ながら、ロータリアンだからつながっている
行き先の安全、これは間違いなくあると思います。それを実
現できるし、していくことによって地区内の高校生も含めて
得難い経験ができるのではないかとあらためて感じました。
その中でひとりでも多くの方が支援していくことが 2550 地
区の青少年の育成につながるし、それがその後にくる今の小
学生・幼稚園生（の育成にもつながること）になるのかなと
あらためて実感しています。引き続き資金面も含め、ともに
海外研修…別に台湾にこだわることはないと思いますが…し
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ていくことが、まさしく平和を目指すロータリーの（活動）、戦争が起きているこの時代ですので…ぜひともそ
うなっていただきたいと今回台湾研修を体験して感じました。ガバナーをはじめご支援いただいている地区内
のロータリアンの皆様に感謝しています。本当にありがとうございます。

佐貫Ｇ／ありがとうございました。青少年奉仕委員会二十二
委員長、この３つの委員会の活動を通してロータリーは今後、
社会にどのように寄与できるとお考えでしょうか？

二十二委員長／まず藤島委員長、熱いお言葉ありがとうござ
います！あらためて感激しました。ガバナーからのご質問で
すが、先ほど青少年奉仕の 3 つのプログラムの目的は「未来
のリーダーを育むこと」と申し上げました。インターアクト
で蒔かれた一粒の種が、ＲＹＬＡ・青少年交換で芽を出し成
長し、そしてさらには財団奨学生・世界平和フェローとなっ
て大きく花開く、このようなプログラムがこの地域だけでは
なく世界中で行われております。将来の地域社会のみならず、
世界中を明るく平和な社会に築いていただけると期待してい
るところです。

佐貫Ｇ／ 3 委員長さんに伺いますが、活動していて感じる課
題や、当地区のロータリアンにどのように関わってほしいで
しょうか？

岩﨑委員長／活動して感じる課題ですが、青少年交換委員会
では交換先の学生の個人情報であるアプリケーションを入手して受け入れるホストクラブやホストファミリー
への情報提供ということに役立てておりますが、この個人情報の取り扱いについては非常に今、国際的に厳し
くなっているのが実状です。この点につきましては、交換先のマルチ地区や各地区とアグリメント…つまり協
定書を締結していて、各受け入れクラブそれぞれでその個人情報を交換が終わったら破棄していただくとなっ
ています。情報漏洩を起こさず、破棄までお願いしているのですが、そのあたりが課題かなというのが実際の
ところです。（ロータリアンに）どのように関わってほしいかというご質問でしたが、各クラブの例会や奉仕活
動に参加させていただきたいと思います。また地域のお祭りや行事等にも参加させていただいて、ロータリア
ンとの交流を深めていただければ私どもは本望でございます。

佐貫Ｇ／藤田委員長、お願いします。

藤田委員長／ＲＹＬＡ委員会では、活動内容・委員会自体の目的の周知がまだまだ不足しているのではという
のが自分たちでもありまして、周知をして多くのロータリアンの方に知っていただくことを課題としています。
知っていただいたらＲＹＬＡの活動を理解していただいたうえで、受講生の推薦など積極的に参加していただ
けたらと思っています。

佐貫Ｇ／藤島委員長、お願いします。

藤島委員長／年度の目標にもあるのですが、各グループで１つ以上のインターアクトクラブを提唱していただ
きたいと思います。宇都宮中心に高校も多いので、第４グループ・第５グループは非常に厳しいのは理解して
おりますが、グループ全体で１つでも作って活動していただけると、地区からのフォローも含めてともに活動
できると思いますので、お願いします。すでに提唱していただいているロータリークラブからは、ぜひとも１

「未来のリーダーを育むことは今の地域の
リーダーであるロータリアンの皆さんの
義務であり責務であると考えております。」
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名でいいので地区委員を毎年（選出してほしい）。提唱ロータリークラブが 14 クラブですので、各クラブから
1 名ずつ地区委員がいれば活発に活動していければと思いますので、よろしくお願いいたします。

佐貫Ｇ／最後に二十二委員長、2550 地区全体の課題かと思いますが、人口減少や若い方々の県外流出という人
材不足が懸念されています。若年者への教育・支援・啓発などを通じて、今後の 2550 地区を担う人材確保に向
けてのロータリーの使命について、感じるところをお伺いしたいです。

二十二委員長／ロータリアンの使命というご質問をいただきましたが、未来のリーダーを育むことは今の地域
のリーダーであるロータリアンの皆さんの義務であり責務であると考えております。ぜひこの有意義で楽しい
夢のあるプログラムに積極的にご参加いただいて、皆さんのロータリーの遺伝子を未来へ継承していただけれ
ばと思います。よろしくお願いします。

佐貫Ｇ／ありがとうございます。青少年奉仕は、ロータリーの 5 大奉仕部門の一つです。この委員会は、次世
代を担っていく青少年や、若い世代の社会人がリーダーシップ能力を伸ばせるよう支援することです。ロータ
リアンの皆さんの力を必要としております。ぜひひとりでも多くのロータリアンの皆様にこのお話を参考にし
ていただき、青少年育成に関する各プログラムへの参加者支援や、受け入れの理解を深めていただきたいと思
います。委員長の皆様、これからもご尽力を賜っていただけるようお願い申し上げます。本日はお忙しい中お
集まりいただき、また貴重なお話を伺うことができました。ありがとうございました。

一同／ありがとうございました。

この有意義で夢のあるプログラムに積極的にご参加いただき、
皆さんのロータリーの遺伝子を未来へ継承していただければと思います。
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2023 年２月２５日、第５グループ インターシティミーティングが、佐貫直通ガバナーをお迎えして小山グランドホテルにて
開催されました。この度の IM は、コロナ禍による交流制限から解放される想いが反映されたのか、自然発生的に心を紡ぐプ
ログラムが繰り広げられることとなりました。

〇白鴎大学ハンドベル部さんによる演奏
大小さまざまなハンドベルの音色がメロディーを奏で、学生さんのひた向きな姿と相まって、人と人との交流からしか体感で
きない、心に響く演奏をプレゼントしてくれました。

〇歴代青少年交換学生さん、米山奨学生さんによるスピーチ
第５グループがホストクラブを務めた、2007-08 青少年交換学生さん（台湾出身 日本在住）、2018-19 青少年交換学生さん（ア
メリカ出身 関西の大学へ留学来日中）、2019-20 米山奨学生さん（モンゴル出身 小山の企業に在職）、そして現在小山北 RC に
て受入れ中の 2022-23 青少年交換学生さん（デンマーク出身）から、自国紹介と共に、日本における体験談のスピーチをして
いただきました。皆さんの言葉の端々には、日本を愛してくれている想いと、たくさんのロータリアンへの感謝の気持ちが込
められており、心のつながりは、世代も、国境も、民族も軽々と超えられることを伝えてくれました。

〇会員の笑顔
そして何より、久しぶりに顔を合わせる会員の皆さんの表情が、笑顔でいっぱいであったこと。友愛の精神に基づく交流こそ、
平和な社会に欠かすことのできないスピリットを育み、ロータリー会員のかけがえのない財産になることを再認識させてくれ
た瞬間でした。

2/25

(

S
A
T)

第 5グループ　IM実施報告
ホストクラブ　小山南ロータリークラブ

行事実施報告

03 IM（Intercity Meeting）実施報告
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令和５年３月２６日 日曜日、桜花爛漫のニューサンピア栃木
を会場に、新型コロナウイルス感染拡大で中止されていた IM
が 3年ぶりに開催された。
「ロータリーに関する知識を広め、第 7 グループ内会員の親睦
を図る」をテーマに、グループ内 ( 日光・鹿沼・今市・鹿沼中央・
今市きぬ・鹿沼東 )６クラブより、９２名の会員の参加を得て
の開催である。
記念講演では、お弟子さんによる息をのむ迫力のある抜刀演舞
の披露の後、東日本大震災発生直後より、今日に至るまで、１
９０回に及ぶ復興支援活動を継続中の、飛行船プロジェクト代
表の桶田正信より、「今、わたしたちにできること」を演題に、
貴重な体験談を約１時間にわたりお話しいただいた。
引き続き、各クラブの事業発表があり、コロナ禍にもかかわら
ず、特色ある報告があった。そして、次年度には、グループ全
体での新規合同事業の実施を誓約し散会した。

3/26

(

S
U
N)

第 7グループ　IM実施報告
第7Gガバナー補佐　湯澤義典

行事実施報告
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主要行事予定

22-23年度　地区内主要行事

04

ロータリー特別月間

9月・10月には、日本独自の月間テーマが設定されています。（）内

7月 母子の健康月間 1月 職業奉仕月間

8月 会員増強・新クラブ結成推進月間 2月 平和構築と紛争予防月間

9月 基本的教育と識字率向上月間
（ロータリーの友月間） 3月 水と衛生月間

10月 地域社会の経済発展月間
（米山月間）

4月 環境月間

11月 ロータリー財団月間 5月 青少年奉仕月間

12月 疾病予防と治療月間 6月 ロータリー親睦活動月間

月 日 曜日 行　　　　事 場　　　所 担　　　当

5 5 金 宇都宮市内10クラブゴルフ大会
宇都宮

カンツリークラブ

5 7 日 23-24年度派遣学生　オリエンテーション ホテルニューイタヤ 地区青少年交換委員会

5 14 日 23-24地区研修・協議会 佐野日大高校 ホスト：田沼ＲＣ

5 20 土 宇都宮陽東ロータリークラブ創立３０周年記念式典・祝賀会 ベルヴィ宇都宮 宇都宮陽東RC

5 28 日 第２グループIM 南平台温泉ホテル 第２グループ

5 28 日 馬頭小川ロータリークラブ創立５０周年記念式典及び祝賀会 南平台温泉ホテル 馬頭小川RC

6 4 日 22-23青少年交換最終オリエンテーション ホテルニューイタヤ 地区青少年交換委員会

6 11 日 高校生RYLAセミナー
宇都宮

文星女子高等学校
地区RYLA委員会

6 11 日 RLIセミナー　　パートⅠ コンセーレ 地区RLI委員会

6 13 火 地区青少年奉仕部門合同会議 ベルヴィ宇都宮 地区青少年奉仕委員会

6 15 木 23-24年度第1回ガバナー補佐会議 ベルヴィ宇都宮

6 16 金 第2回インターアクト合同会議 ホテルニューイタヤ 地区インターアクト委員会

6 18 日 米山　第1回地区米山委員会・奨学生卓話研修会 ホテルニューイタヤ 地区米山記念奨学会委員会
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05 会員数報告
国際ロータリー第2550地区3月会員増強・出席報告

7月1日 今月 入会 退会 通算増 通算減 増減
内女性

会　員

大 田 原 2 24 23 0 0 0 1 -1 1 0
黒 磯 3 33 34 0 1 2 1 1 3 0
西 那 須 野 3 47 48 0 0 2 1 1 3 0
黒 羽 3 7 7 0 0 0 0 0 0 0
大 田 原 中 央 2 24 22 0 0 0 2 -2 1 2
烏 山 3 15 15 0 0 0 0 0 2 0
氏 家 4 23 23 0 0 0 0 0 2 0
矢 板 2 10 9 0 0 0 1 -1 1 0
馬 頭 小 川 4 21 18 0 0 0 3 -3 0 0
高 根 沢 5 14 14 0 0 0 0 0 0 0
宇 都 宮 3 105 96 0 5 4 13 -9 3 1
宇 都 宮 西 5 68 67 1 0 3 4 -1 0 2
宇 都 宮 北 4 41 44 0 0 3 0 3 0 1
宇 都 宮 90 4 45 43 0 0 0 2 -2 5 2
(宇都宮90結・衛星) 2 4 4 0 0 0 0 0 3 2
宇 都 宮 陽 北 3 46 47 0 1 3 2 1 9 9
宇 都 宮 東 3 113 110 0 0 2 5 -3 0 3
宇 都 宮 南 5 57 55 2 1 2 4 -2 8 1
宇 都 宮 陽 東 4 49 49 1 0 1 1 0 9 0
宇 都 宮 陽 南 4 23 23 0 0 1 1 0 7 4
宇 都 宮 さ つ き 3 26 26 0 0 0 0 0 4 2
真 岡 4 54 53 0 0 1 2 -1 0 0
益 子 4 31 31 0 0 0 0 0 2 0
真 岡 西 4 39 39 0 0 0 0 0 5 0
下 野 上 三 川 3 19 19 0 0 0 0 0 3 0
小 山 4 22 21 0 0 0 1 -1 1 0
小 山 南 3 14 16 0 0 2 0 2 2 0
小 山 東 2 22 22 0 0 0 0 0 0 0
小 山 北 4 23 22 0 0 1 2 -1 0 4
小 山 中 央 3 24 24 0 0 0 0 0 2 0
栃 木 4 47 48 0 0 2 1 1 5 0
栃 木 西 3 34 34 0 0 0 0 0 1 0
岩 舟 2 10 10 0 0 0 0 0 0 0
壬 生 4 17 17 0 0 2 2 0 1 0
栃 木 南 4 40 39 0 0 0 1 -1 9 1
日 光 5 21 21 0 0 0 0 0 4 0
鹿 沼 4 65 65 0 0 0 0 0 2 2
今 市 3 41 42 0 0 3 2 1 1 1
鹿 沼 東 5 37 37 0 0 2 2 0 5 0
鹿 沼 中 央 3 17 17 0 0 0 0 0 2 0
今 市 き ぬ 3 27 29 0 0 2 0 2 0 0
足 利 2 23 23 0 0 0 0 0 1 0
足 利 東 2 30 32 1 2 5 3 2 2 0
足 利 西 2 11 11 0 0 0 0 0 1 0
足 利 わ た ら せ 3 35 31 0 0 0 4 -4 0 0
佐 野 4 55 54 0 0 1 2 -1 0 0
葛 生 4 36 36 0 0 0 0 0 0 0
田 沼 4 44 45 2 1 4 3 1 0 0
佐 野 東 3 21 21 0 1 1 1 0 2 0

48RC 1654 1636 7 12 49 67 -18 112 37
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新入・物故会員06

物故会員

新入会員紹介

増山和宏
ま す や ま か ず ひ ろ

宇都宮さつき  
２０２3年 4月 1日入会

ひまわり行政書士事務所
代表

行政書士の増山です。わからない事ばかりですがよろしくお
願いします。

アルファクラブ株式会社
　ベルヴィ宇都宮　支配人

安藤茂久
あ ん ど う し げ ひ さ

宇都宮陽東
２０２3年 3月 22 日入会

今後ともどうぞ宜しくお願い致します。

保谷芳則
や す た に よ し の り

鹿沼東
２０２3年 4月 5日入会

有限会社保谷製作所
代表取締役

微力ながらお役に立てればと思います。宜しくお願いします。

( 有 ) カワダ住宅設備
　専務取締役

川田　徹
か わ だ 　 と お る

田　沼
２０２3年 3月 1日入会

よろしくお願いします。

た な べ 　 よ し は る

田辺吉治
田　沼

２０２3年 3月 1日入会

佐野信用金庫　田沼支店
支店長

皆様からのご指導を賜りながら、地域に貢献できるよう力を
尽くして参ります。

足利銀行　田沼支店
　支店長

龍野　雄
た つ の 　 ゆ う

田　沼
２０２3年 5月 1日入会

新しく田沼 RC に入会させて頂きます。不慣れな点もござい
ますがご指導願います。

追悼

平池　貞夫 ひ ら い け  さ だ お

2023 年 3月 6日逝去　（享年 87歳）
所　　属　佐野東ロータリークラブ

1996-1997 年度職業分類委員会委員長
1999-2000 年度会員選考委員会委員長
2004-2006 年度職業分類委員会委員長
2007-2013 年度Ｒ米山記念奨学会委員会委員長
2013-2014 年度職業分類・会員選考委員会委員長
2014-2023 年度雑誌・資料保存委員会委員長

財団：ポールハリスフェロー（PHF）
米山功労者：２回

ご冥福をお祈り致します
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宇都宮さつき  

07 コーディネーターNEWS
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ハイライトよねやま
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08 6 月号寄稿募集告知

あなたのクラブの「親睦活動」を教えてください

内　容：「私のクラブの親睦活動」
字　数：400字程度
（クラブ名、執筆者名／クラブ内での役職を記載してください）
締　切：令和５年5月25日（木）必着
送信先：m2550@agate.plala.or.jp
            （第2550地区ガバナー事務所）
※掲載可能な写真データや資料がありましたら添付してお送りください。

寄稿募集

6月は「ロータリー親睦活動月間」です。
これに因み、ガバナー月信6月号では各クラブの「親睦活動」に関す
る寄稿を募集します。みなさんのクラブで行われている親睦活動や親
睦をはかるために工夫していること、他クラブ・他地区との交流など
を、ぜひガバナー月信の紙面でご紹介ください。
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09 NEWS

2025-26 年度ガバナー候補者の推薦期間を、2022-23 年度ガバナー月信第 2 号で公示しましたが、2022 年 9 月 30
日の締め切りまでに候補者の推薦は有りませんでした。
2023 年 4 月 11 日、地区ガバナー指名委員会は、RI 細則 12.020 に基づき、宇都宮北ロータリークラブ会員
二十二 修 君を 2022-23 年度ガバナーノミニー・デジグネート（2025-26 年度ガバナー）に指名いたしました。
これに対し、対抗候補者がいる場合は、2023 年 4 月 26 日までに推薦下さるよう E メールにて通知しましたが、
締め切りまでに有りませんでした。
よって、　二十二 修 君を「2022-23 年度　国際ロータリー第 2550 地区ガバナーノミニー・デジグネート」として
正式に確定致しました事を茲許宣言いたします。

国際ロータリー第 2550 地区ガバナー　　　佐貫　直通
2022-23 年度ガバナー指名委員会委員長　　森本　敬三

ガバナーノミニー・デジグネート確定宣言

生年月日

所　　属

入　　会

職業分類

勤 務  先

　　

ロータリー歴

2023 年 5 月 1 日クラブ宛報告済

じ そ じ 　 お さ む

二十二　修   氏

1957 年 4 月 18 日　

宇都宮北ロータリークラブ

2001 年 7 月 1 日

保険代理業

有限会社トーカイ安心サービス　代表取締役

クラブ幹事

クラブ会長

地区インターアクト委員長

地区青少年奉仕委員長

第 3 グループ A ガバナー補佐　

2005 年 -2006 年

2009 年 -2010 年

2011 年 -2013 年

2018 年 -　　　　

2022 年 -2023 年
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本年 3 月 30 日に当クラブ会員の所属会社の皆様や提唱ロータリークラブの皆様にご協力をいただき、栃木市子育
て支援課へ約 70 冊の絵本や図鑑を寄贈いたしました。
その「絵本再生プロジェクト」に対し、栃木市市長 大川秀子様から「蔵の街とちぎローターアクトクラブ」宛に
感謝状を贈呈いただき、会長である私、関谷と会計のラマさんの二人で栃木市役所へ伺いました。活動を続けるに
あたってこういった形で認めていただいたことは会員の励みになりました。また、贈呈式にて市長と 15 分程度歓
談の時間を設けていただき、活動の経緯やロータリークラブとローターアクトクラブの違いや、そもそもローター
アクトクラブとは何なのかなどをお伝えすることができました。まだまだローターアクトクラブの認知度は低いの
が現状ですので、このような活動を通して地域の方々に知っていただけるように努めてまいります。
今期残りわずかではありますがもう一つ二つと実績を作り、来期に向けてクラブ一丸となって奉仕活動に取り組ん
でまいります。第 2550 地区の皆様の更なるご協力もお待ちしておりますのでよろしくお願いいたします。

絵本再生プロジェクト　栃木市寄贈のご報告

鹿沼ロータリークラブ例会場変更のお知らせ（2023年 6月～）

新例会場　    日晃そば
〒322-0029 鹿沼市西茂呂 2-22-25
TEL 0289-65-2525
例会曜日・時間は変更ありません。

蔵の街とちぎローターアクトクラブ　会長　関谷 暢
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写真撮影が趣味の佐貫ガバナー
季節に合わせた
栃木の美しい風景をご紹介します。

10
ガバナーギャラリー

Governor's
gallary

5 月の風景

市貝町　芝桜

Naomichi Sanuki




